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太陽風パラメタとＤｓｔの応答

Dst response for solar wind
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太陽風パラメタとＤｓｔ
太陽風パラメタは非線形作用し、擾乱指数D s t変動を生み出す。D s t応答を調べている。動圧上昇は、密度と太

陽風速度の自乗に比例する。然し、衝撃波を除いた多くの場合、Ｄｓｔを上昇させる動圧上昇は密度によるもの
と見られる様である

太陽風パラメタとＤｓｔ
太陽風パラメタは複雑に絡み合って地球磁気圏に非線形作用し、擾乱指数D s t（或いは中緯度磁気のH成分の変

動）の変動を生み出す。過去（1 9 7 9 - 1 9 8 2年）に観測された O M N Iデータ及び、当所でも他国と連携しテレメトリ
ー受信している欠測の少ない、L 1：ハロー軌道上にあるA C E衛星のリアルタイムの太陽風データを用いて、その
応答を調べている。静穏時、太陽風の動圧はD s tもしくはH成分に正の変動を引き起こす事は良く知られた現象で
ある。動圧上昇は、密度と太陽風速度の自乗に比例する。然し、衝撃波を除いた多くの場合、Ｄｓｔを上昇させ
る動圧上昇は密度によるものと見られる様である。これは、密度は単なる動圧上昇を司るが、速度は動圧上昇の
みならず、電場（V s w * B s w）を上昇という形で磁気圏に作用するからと思われる。従って、動圧を用いる解析は、
きちんと密度・速度に分解して論ずる必要がある。尚、磁気擾乱時（太陽風磁場のZ成分が南向き）に於ける密度
上昇は、D s tを下げる（擾乱を強調する方向）効果がある。磁気擾乱時には、密度と太陽風磁場のＢｘはD s t 指
数を強調する方向に働く。又、IMFのＢｙ成分はDst指数縮小する方向に働く傾向がある。


